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鴫 

　
　立 

　
　庵

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。

　
第
十
八
世
庵
主
　
鈴
木
芳
如
氏
の
ご

親
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
展
示
ケ
ー
ス
で

す
。

　
第
二
十
二
世
庵
主
　
鍵
和
田

子
氏

の
句
碑
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
句
は
鍵
和
田
先
生
が
入
庵
さ
れ
た
年
の
西
行
祭
の
献
詠
句
と
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
、「
円

位
」
は
西
行
の
法
名
。
鴫
立
庵
で
は
、
西
行
像
を
お
祀
り
し
て
あ
る
お
堂
も
「
円
位
堂
」
と
呼
ん
で

い
る
。
そ
の
「
円
位
」
の
忌
、
す
な
わ
ち
「
西
行
祭
」
の
日
の
「
こ
よ
ろ
ぎ
の
浜
」
に
打
ち
寄
せ
る

「
春
の
濤
」
を
詠
ん
だ
も
の
だ
。
一
句
の
味
わ
い
処
は
「
濤
の
無
限
」
を
「
見
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
。

「
無
限
の
濤
」
で
は
な
い
の
だ
。「
無
限
の
濤
」
な
ら
「
無
限
に
続
く
」
の
で
は
と
思
わ
れ
る
「
濤
」

を
見
て
い
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、「
濤
の
無
限
」
と
言
わ
れ
る
と
、見
て
い
る
の
は
実
は
「
波
濤
」

で
は
な
く
「
無
限
」
と
い
う
「
時
」
を
見
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
こ
そ
鍵
和
田
先
生
の
「
円

位
忌
」
へ
の
深
い
想
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
芭
蕉
の
「
笈
の
小
文
」
中
の
有
名
な

文
、「
西
行
の
和
歌
に
お
け
る
、
宗
祇
の
連
歌
に
お
け
る
、
雪
舟
の
絵
に
お
け
る
、
利
休
が
茶
に
お

け
る
、
其
貫
道
す
る
物
は
一
な
り
」
に
あ
る
よ
う
に
日
本
の
芸
術
精
神
の
伝
承
の
中
に
自
分
も
あ
る

と
い
う
想
い
。
そ
の
「
無
限
」
に
連
な
る
一
人
と
し
て
、
そ
の
時
間
の
流
れ
を
引
き
受
け
る
と
い
う

覚
悟
、
そ
れ
が
「
無
限
を
見
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
鍵
和
田
先
生
の
「
覚
悟
」
が
痛
い
ほ
ど
に

伝
わ
っ
て
く
る
。

　
ほ
か
に
も
、

　
　
　
　円
位
忌
の
濤
の
無
限
を
見
て
を
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
受
付
で
は
お
土
産
品
も
扱
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
物
品
や
手
作
り
品
を
販
売
し
た
い
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
は
鴫
立
庵
ま
で
。

　
様
々
な
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
鴫
立
庵
　
☎
（
61
）
６
９
２
６

展
示
コ
ー
ナ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

お
土
産
販
売

鍵
和
田
庵
主
句
碑

▲手しごと庵

教
室
・
イ
ベ
ン
ト

▲鴫立寄席 ▲お土産

▲生け花教室・花の会▲伝筆教室

　先
代
、
鍵
和
田

子
先
生
の
句
碑
を
鴫
立
庵
に
建
立
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
ど
の
句

が
良
い
か
と
町
か
ら
質
問
を
受
け
た
。
私
は
即
座
に
「
濤
無
限
」
の
句
を
心
に
思
い
浮

か
べ
た
。

�

二
十
三
世
庵
主

　本
井

　英

と
い
う
句
な
ど
も
、
い
か
に
も
「
優
し
み
」
に
充
ち
た
句
で
捨
て
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
一
句
と
言

わ
れ
れ
ば
「
濤
無
限
」
の
句
を
挙
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　庵
主
て
ふ
花
の
嫗
と
な
り
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

・
連
句
初
心
者
教
室
3
期
生
募
集
（
10
月
～
3
月
）

　
定
員
12
名
　
年
6
回
　
第
一
日
曜
日
　
10
時
～
11
時
30
分

　
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円

・
連
句
実
作
教
室
（
10
月
～
3
月
）

　
定
員
12
名
　
奇
数
月
（
11
月
・
1
月
・
3
月
）

　
第
一
日
曜
日
　
13
時
～
14
時
30
分

　
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円

　
※
初
心
者
教
室
修
了
の
方
が
対
象
で
す
。

　
連
句
作
成
会
の
参
加
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▲鍵和田庵主句碑 ▲新しい展示コーナー
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皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
第
64

回
大
磯
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
の

各
部
門
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
選
者
の
献
詠
さ
れ
た
句
・
歌
及
び

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
学
年
は
応
募
時
の
も
の
）

【
選
者
】

◎
献
詠
句

本
井
　
英

と
き
の
け
や
西
行
の
日
を
今
年
ま
た

今
村
　
妙
子

円
位
忌
の
歩
幅
大
き
く
踏
み
出
し
ぬ

山
田
　
真
砂
年

松
籟
に
富
士
の
輝
き
円
位
の
忌

松
尾
　
隆
信

花
影
を
つ
つ
む
松
籟
西
行
忌

西
山
　
睦

ま
な
ざ
し
を
沖
に
定
む
る
西
行
忌

◎
献
詠
歌

柳
　
宣
宏

冬
空
に
ひ
き
し
ま
り
た
る
枝
ぶ
り
の

木
蓮
は
固
く
苔
を
結
ぶ

今
井
　
恵
子

群
れ
な
が
ら
白
鳥
一
羽
コ
ウ
と
鳴
き

一
羽
遅
れ
て
音
な
く
動
く

花
山
　
多
佳
子

「
こ
ろ
な
か
の
」
枕
言
葉
の
ご
と
く

し
て
花
鳥
風
月
な
べ
て
詠
ま
る
る

【
応
募
入
選
作
品
】

◎
献
詠
俳
句

〈
一
般
の
部
〉

　
応
募
総
数
３
６
４
句

第
一
位
　
愛
知
県
岡
崎
市

�

西
村
　
愛
美

ピ
ン
ポ
ン
玉
の
や
う
に
子
鴨
の
浮
き

上
が
る

第
二
位
　
川
崎
市
多
摩
区
　

�

苗
村
　
登
志
子

遠
く
き
て
初
蝶
に
会
ふ
西
行
忌

第
三
位
　
石
川
県
か
ほ
く
市

�

沖
野
　
晶
子

西
行
忌
あ
れ
は
花
咲
く
音
か
し
ら

第
四
位
　
中
郡
大
磯
町
　植
地
　
素
子

手
摺
な
き
石
橋
渡
り
西
行
忌

〈
小
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
３
２
句

第
一
位
　
茨
城
県
桜
川
市
立

�

谷
貝
小
学
校
　
中
原
　
侑
士

転
校
生
色
な
き
風
の
ふ
く
頃
に

第
二
位
　
東
京
都
世
田
谷
区
立

�

玉
川
小
学
校
　
原
田
　
紺

こ
た
つ
わ
き
ね
こ
の
ク
ロ
ち
ゃ
ん
立

ち
ま
し
た

第
三
位
　
東
京
都
豊
島
区
立

�

巣
鴨
小
学
校
　
木
村
　
安
那

夏
山
や
あ
る
い
て
い
く
ぞ
て
っ
ぺ
ん
に

第
四
位
　
大
磯
町
立

�

国
府
小
学
校
　
及
川
　
絢
奈

春
風
が
私
の
背
中
を
ポ
ン
、
と
押
す

〈
中
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
３
３
７
句

第
一
位
　
愛
知
県
名
古
屋
市
立

�

守
山
中
学
校
　
水
野
　
結
雅

自
転
車
の
タ
イ
ヤ
の
硬
し
山
眠
る

第
二
位
　
大
磯
町
立

�

国
府
中
学
校
　
渡
邉
　
仁
菜

し
ゃ
ぼ
ん
玉
笑
顔
に
な
っ
て
消
え
て

ゆ
く

第
三
位
　
大
磯
町
立

�

国
府
中
学
校
　
浜
田
　
若
奈

か
さ
か
さ
と
落
ち
葉
が
笑
う
散
歩
道

第
四
位
　
大
磯
町
立

�

国
府
中
学
校
　
西
尾
　
巧

ラ
ケ
ッ
ト
を
最
後
の
夏
に
に
ぎ
り
し

め

〈
高
校
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
１
２
１
句

第
一
位
　
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院

　
英
智
高
等
学
校
　
横
溝
　
麻
志
穂

父
と
い
る
焚
火
の
中
の
無
言
か
な

第
二
位
　
愛
知
県
立

　
　
旭
丘
高
等
学
校
　
渡
邉
　
美
愛

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
青
に
差
し
込
む
オ
ー
ル

か
な

第
三
位
　
岩
手
県
立

�

水
沢
高
等
学
校
　
阿
部
　
な
つ
み

着
ぶ
く
れ
や
胸
と
背
に
あ
る
手
術
痕

第
四
位
　
岐
阜
県
立

飛
騨
神
岡
高
等
学
校
　
森
下
　
朋
花

ヒ
ー
ロ
ー
の
真
似
す
る
子
等
の
背
に

バ
ッ
タ

◎
献
詠
短
歌

※�

短
歌
の
部
二
位
以
下
の
作
品
は

　�「
今
月
の
短
歌
」で
紹
介
し
て
い
き

　
ま
す
。

〈
一
般
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
１
９
首

第
一
位
　
三
重
県
伊
賀
市

�

服
部
　
あ
や

ゆ
く
り
な
く
つ
か
ま
り
立
ち
の
曾
孫

の
手
リ
ハ
ビ
リ
中
の
手
が
支
え
を
り

第
二
位
　
横
浜
市
港
北
区

�

森
山
　
比
沙

第
三
位
　
愛
知
県
名
古
屋
市
瑞
穂
区

�

清
水
　
良
郎

第
64
回
大
磯
西
行
祭

　献
詠
俳
句
・
短
歌
入
選
作
決
定
!!第

四
位
　
北
海
道
札
幌
市
東
区

�
藤
林
　
正
則

〈
小
・
中
学
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
２
１
４
首

第
一
位
　
愛
知
県
名
古
屋
市
立

�

守
山
中
学
校
　
水
野
　
結
雅

食
パ
ン
を
耳
だ
け
食
べ
る
父
が
好
き

恥
ず
か
し
そ
う
に
オ
ハ
ヨ
ウ
と
言
う

第
二
位
　
大
磯
町
立

�

国
府
中
学
校
　
臼
井
　
苺
花

第
三
位
　
大
磯
町
立

�

国
府
中
学
校
　
本
間
　
結
香

第
四
位
　
大
磯
町
立

�

国
府
中
学
校
　
小
島
　
侑
己

〈
高
校
生
の
部
〉

　
応
募
総
数
63
首

第
一
位
　
愛
知
県
立

　
　
旭
丘
高
等
学
校
　
渡
邉
　
美
愛

汗
ば
ん
だ
両
手
と
息
で
待
つ
合
図

オ
ー
ル
は
風
の
よ
う
に
応
え
て

第
二
位
　
武
蔵
野
大
学
附
属

　
千
代
田
高
等
学
院
　
正
木
　
亜
実

第
三
位
　
星
野
高
等
学
校

�

延
島
　
永
都
美

第
四
位
　
東
京
都
立

�

足
立
東
高
等
学
校
　
田
中
　
佳
穂

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
３
３
４

第64回大磯西行祭の式典は新型コロナウイルス感染症のまん
延防止を図るため、関係者のみでの縮小開催となりました。


